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1． 目的   
本論文は、アメリカ合衆国で理論的・実践的研究が進展したサービス・ラーニング（Service－ Learning、
以下 SL）に焦点を当て、その理論と方法をもとに日本語教育現場に SL を導入し、その実践成果から、
日本語教育における SLの有効性を明らかにすることを目的としている。 
 
2． 対象と方法   
本論文は、国内の日本語学校を研究のフィールドとしている。まず、日本語学校の教育事情および歴史
的背景の概観から、その使命と SLの関係性（第 1章）を述べ、国内外の SL先行事例と比較した本研究
の特質を考察し、本研究の位置づけを行う（第 2 章）。次に、SL の理論と方法では、唐木（2008）の必
要条件をもとに、都内日本語学校において SLを構築し、2013年度から 2015年度にかけて 3つの SLプ
ログラムを開発（第 3 章）、その実践と成果（第 4 章）をまとめる。また、3 年度にわたる SL の導入お
よび実践による「日本語学校」と「地域」に見られた効果（第 5 章）を記述し、特に、日本語学校と区
役所の協働的な学びの過程を活動理論からアプローチする（第 6章）。これら一連の研究成果から、日本
語教育における SLの有効性について考察し、本研究の成果と今後の課題をまとめる（第 7章）。 
 
3． 結果 
本論文の最大の成果は、SLの成果に対する焦点を学生の学びだけでなく、「日本語学校」という組織と、
連携先機関や地域住民を含む「地域」へと広げて、日本語教育における SLの有効性を検証した点にある。
その結果、1．留学生の学びを拡大する学習プログラム、2．留学生の学ぶ「学校」と「地域」の関係構
築、これら 2 点の有効性を見出した。これまで光があてられてこなかった「日本語学校」において、SL
の構築とプログラムの開発、また、ある程度長期間の実践に取り組んだことにより、SLのもたらす効果
とともに課題も明らかにできたと言える。これまでの SL実践研究の流れにおいては、プログラム運営の
how to や、SL に取り組んだ学生の学習効果や評価研究が主流であるのに対し、本研究では「学校側か
らと地域側との双方」を包含する分析の視点を確保している点、複数年にわたる SL実践による学校側と
地域側の変容の記述を試みた点において新しいと言える。特に、多くの場合 SLは、自国民の青少年の市
民性を涵養する役割を担った学習プログラムであり、異国で学ぶ留学生を対象にした SL実践事例は数少
なく、SLの新たな意義を明らかにすることにも貢献した。 
 
4． 考察   
本研究の成果から、「社会を構築する日本語教育」の必要性とその可能性を主張したい。これまでの日本
語教育においては、言語知識の獲得とその評価が中心に行われてきた。これは、言語教育にとって重要
な側面であり、これを否定するものではない。しかし、グローバル化社会における現代の日本語教育に
おいては、新たな役割が必要だと考える。同様の趣旨の下、日本語学習者の社会参加をめざした実践研
究も見られるが、多くの場合は、学習者の言語的側面に焦点が当たり、「社会の中において、その実践が
どのような役割を持っているのか」にまで、考察の視点を広げているものは少ない。SLは学習者の学び
を評価する観点を広げるとともに、社会を構築する日本語教育の新たな役割が提示できる教育方法の一
つである。 
本論文の概要（全体） 
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各章の概要 
 
第 1章 序論 
 本章では、主に研究背景と目的について述べ、本論文の構成を示した。 
 
第 2章 サービス・ラーニングとは 
 本章では、SLとはどのような教育方法であるか、SLの歴史的背景、定義、効果などから多面的に概
観した。また、アメリカおよび日本における SL先行事例、日本語教育における SL先行事例を概観し、
先行事例と比較した本研究の特質を考察し、本研究の位置づけを行った。 
 
第 3章 日本語学校におけるサービス・ラーニングの構築 
本章では、2013年度から 2015年度にかけて構築した東京都台東区の日本語学校における SLについ
て記述した。まず、日本語学校における SLの役割を日本語学校の社会的な使命から考察し、①学生の進
学後に必要な能力を身につける学習プログラムとしての役割、②現実社会における真の日本理解を通し
て、様々な気づきを生み出す役割、の 2点を指摘した。SLの構築では、導入時の課題と、導入可能な
SLの構築の過程を記述した。SLプログラムは、唐木（2008）の必要条件をもとに、「大江戸清掃隊プロ
グラム」「ヒヤリハットマップ作成プログラム」「歌のボランティアプログラム」を開発した。併せて、
プログラム開発の困難点、各プログラムの共通点と相違点をそれぞれまとめた。 
 
表 1 本研究で開発した SLプログラムの概要 
SLプログラム名 協力機関 主な内容 
大江戸清掃隊活動プログラム 台東区役所 地域の美化活動への参画 
ヒヤリハットマップ作成プログラム 蔵前警察署 地域の交通安全への参画 
歌のボランティア活動プログラム 社会福祉協議会 地域の高齢者福祉への参画 
 
第 4章 日本語学校におけるサービス・ラーニングの実践と成果 
本章では、日本語学校におけるサービス・ラーニングの展開として、第３章で開発した 3つの SLプロ
グラムの実践内容と、その成果として学生の学びを報告した。実践内容の報告では、SLの学習段階ごと
の授業目標および活動内容に至るまで、詳細な内容を各プログラムに沿って記述した。また、SLによる
学習成果について、主に次の 3つの観点で示した。（１）日本社会や地域社会に対する理解の深まり（２）
言語活用能力の高まり（３）社会へ貢献する意欲の高まり、これらの観点で学習成果を整理して記述し
た。また、プログラム間の類似点と相違点、学びを促進した要因についても考察をした。 
 
第 5章 サービス・ラーニングによる「日本語学校」と「地域」への効果 
本章では、SL を導入した「日本語学校」および「地域」への効果について記述した。調査協力者は、
調査への協力を得られた機関（実践校である日本語学校、区役所、社会福祉協議会）の職員である。イ
ンタビュー調査の結果、各機関および職員個人に肯定的な影響を与えたことが分かった。加えて、今後
の SLプログラムの開発および実践における有益な示唆を得た。また、それぞれの機関における SL初回
から継続に至った経緯においては、いずれの機関も「学生の学び」が継続につながり、その継続が組織 
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や個人に影響を与えた重要な要素であったことが分かった。「学生の学び」に触れる機会があったことに
よって、組織としてのあり方を問い直すきっかけや、地域住民が留学生や日本語学校を認識することに
もつながっていた。いわば、「学生の学び」が、学校を変え、関わった組織や人を変え、そして、地域を
変えっていったと言える。SLに限らず、新しい学習活動や外部との連携を要する活動は、実践者である
教師もしくは連携機関の担当者が変われば、それで終了という事態も起こり得る。しかし、本研究の SL
は、実践者の交代および連携先機関の担当者の交代という事態を乗り越えて継続している。このことは、
学校側、連携先機関の双方が、SL を通して互恵的な関係を構築できたからにほかならない。本研究の
SLは、学校と地域の互恵的な関係を構築できるものとして機能し、それを継続に向かわせるような学生
の学びが保障されていたと言える。 
 
第 6章 サービス・ラーニングが導く協働的な学び 
本章では、SL構築時である 2013年度から 2015年度までの 3年間の SLを、エンゲストロームの活動
理論の枠組みで記述した。SLの構築にあたる 2013年度を「構築期」、2014年度を「継続期」、2015年
度を「発展期」、筆者が構築した SLが別の教員に引き継がれた 2016年度を「さらなる発展期」として
記述した。活動理論の拡張的サイクルを援用した省察により、日本語学校の組織内部の変容の過程を捉
えることができた。さらに、SLを通した日本語学校と区役所の 2つの活動システムの相互作用を、第三
世代の活動理論を用いて考察した。その結果、学生の学びを軸に相互作用が起こり、それが両者に共通
する＜住みよい地域づくり＞への思いを生み出したことを指摘した。また、SLの成立条件として挙げた
2つの活動システムを「媒介するヒト・コト・モノ」について考察した。特に重要なのは、最初のヒトで
あり、ヒトが成果を公表し、共同体に共有していくことで、分業や二つの活動システムの相互作用が始
まることを指摘した。それは同時に、新たな主体を生み出し、その新たな主体によって、実践が形を変
えながら継続されていく。複数の活動システムが＜住みよい地域づくり＞という思いを共有しながら、
実際にその思いを共有する場を持つことの重要性を示唆した。 
 
第 7章 結論 
 本章では、ここまでの研究成果から、日本語教育における SLの有効性を考察した。その結果、①留学
生の学びを拡大する学習プログラム、②留学生の学ぶ「学校」と「地域」の関係構築、これら 2点の有
効性を指摘した。また、本研究の成果と今後の課題に加えて、日本語教育における SLの今後の展望をま
とめた。本論文の最後では、SLの有効性を日本語教育の中で捉え直し、「社会を構築する新たな日本語
教育」の可能性を主張した。SLによって学生が世界で生きる力を獲得し、それが地域を作り、社会を作
っていく原動力になる。社会を構築する日本語教育に向けて、SLは有効な教育手法であると結論づけた。 
 
 
